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富
田
林
警
察

署
の
留
置
人
逃

走
事
件
の
容
疑

者
に
は
驚
い

た
。
奪
っ
た
自
転
車
で
万
引

き
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
四

国
を
一
周
。
最
終
的
に
は
山

口
ま
で
逃
げ
お
お
せ
た
。
自

転
車
に
は
日
本
一
周
中
の
旗

を
掲
げ
、
写
真
撮
影
ま
で
し

て
い
た
の
だ
か
ら
、
ま
さ
に

大
胆
不
敵
で
あ
る
。

　

事
件
は
警
察
署
の
杜
撰
な

管
理
も
大
き
な
話
題
と
な
っ

た
。
面
会
室
の
ブ
ザ
ー
は
電

池
が
抜
け
て
い
た
た
め
作
動

せ
ず
、
留
置
担
当
者
は
ス
マ

ホ
を
触
っ
て
い
て
逃
走
に
気

付
か
な
か
っ
た
。
凶
悪
事
件

の
少
な
い
日
本
な
ら
で
は
の

平
和
ボ
ケ
だ
ろ
う
か
。

　

哲
学
者
パ
ス
カ
ル
が
「
人

間
は
考
え
る
葦
だ
」
と
言
っ

た
の
は
何
百
年
前
か
。
私
自

身
葦
で
あ
る
よ
り
、「
パ
ブ
ロ

フ
の
犬
」
に
な
っ
て
い
る
時

間
が
多
い
よ
う
に
思
う
。
歯

科
の
診
療
は
根
治
、
印
象
、

ｓ
ｅ
ｔ
な
ど
慣
れ
た
手
に
従

う
。し
か
し
、智
歯
抜
歯
な
ど

で
危
機
が
訪
れ
た
時
は
す
ぐ

に
考
え
る
。

　

懲
戒
処
分
に
な
っ
た
署

長
。
杜
撰
な
管
理
に
危
機
感

は
な
か
っ
た
の
か
。
署
長
は

昼
行
燈
で
は
務
ま
ら
な
い
。

や
っ
ぱ
り
考
え
る
葦
で
な

き
ゃ
。 

（
Ｔ
）

歯科医師と学校の連携と
質の高い小児の口腔ケア

事
例
を
挙
げ
な
が
ら
指
導
対
策
を
解
説
す
る
安
積
氏
（
写
真
上
）、

大
野
氏
（
写
真
下
）
＝
10
月
27
日
、
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か　
　

求人情報の更新

協会ホームページの求人情報
を11月15日に更新しました。
URL
http://osk-net.org/job/

優しい小児歯科治療をするための
スキル（一部抜粋）

□ 乳歯冠修復ができますか。既成乳歯冠を準備
してますか
□ 乳歯の根分岐部病変に関する知識
□ 歯槽膿瘍の切開と掻爬
□ 乳歯外傷が後継永久歯に与える影響を言えま
すか
□ やってはいけない処置と今しかできない処置
□ ugly duckling stageを知っていますか
□ 上顎正中離開の原因をいえますか
□ 無痛治療とはどういうことか知っていますか
□ behavior controlを駆使《使い分け》でき
ますか
□ 経過観察は放置ではない
□ ラバーダム法は非協力度の小児には必須です

社保研究部

新年号への投稿を募集

個別指導への対策を解説

こんな医院が選ばれる

　

基
調
報
告
で
宇
佐
美
宏
保

団
連
歯
科
代
表
は
、「
現
在

の
歯
科
医
療
は
未
曽
有
の
危

機
と
認
識
し
て
い
る
」
と
強

調
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、

　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
は
、
歯
科
全
国
交
流
会
を
10
月
28
日
に
開
き
、

歯
科
技
工
、
歯
科
衛
生
士
の
不
足
、
施
設
基
準
な
ど
の
様
々
な
問
題
に
つ
い

て
、
意
見
交
流
し
た
。
全
国
の
41
協
会
・
医
会
か
ら
１
４
０
人
が
集
い
、
協

会
か
ら
は
、
小
澤
力
理
事
長
を
は
じ
め
役
員
５
人
が
参
加
。
戸
井
逸
美
副
理

事
長
が
歯
科
技
工
問
題
に
つ
い
て
発
言
し
た
。

▽
歯
科
医
療
に
か
か
れ
な
い

患
者
が
多
数
生
ま
れ
て
い
る

こ
と
▽
経
営
状
況
が
２
極
分

化
し
、
個
人
の
歯
科
医
療
機

関
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と

ー
タ
の
共
有
な
ど
が
求
め
ら

れ
る
。
ま
た
歯
科
医
師
の
学

校
安
全
保
健
委
員
会
へ
の
積

極
的
参
加
な
ど
、
歯
科
医
師

と
学
校
の
連
携
が
強
化
さ
れ

る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
歯

科
健
康
格
差
を
無
く
す
た
め

に
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

診
者
間
の
格
差
を
な
く
す
こ

と
や
、
学
校
歯
科
医
に
よ
る

検
診
結
果
の
格
差
が
生
ま
れ

な
い
よ
う
な
研
修
や
、
学
校

側
の
体
制
と
し
て
、
養
護
教

諭
の
歯
科
保
健
へ
の
積
極
的

参
加
や
、
幼
稚
園
や
保
育
所

か
ら
小
中
高
校
へ
の
個
人
デ

順
序
・
乳
歯
列
を
説
明
で
き

る
▽
歯
列
発
育
に
伴
う
う
蝕

好
発
部
位
の
変
化
を
説
明
で

き
る
▽
妊
婦
の
口
腔
ケ
ア
を

説
明
・
指
導
で
き
る
―
―
こ

と
。
学
校
歯
科
保
健
に
お
い

て
は
、
▽
小
児
歯
科
学
、
口

腔
衛
生
学
の
最
新
知
識
を
説

明
で
き
る
▽
Ｃ
Ｏ
、
Ｇ
Ｏ
を

診
査
し
、
事
後
措
置
を
知
っ

て
い
る
▽
口
腔
管
理
や
口
腔

外
傷
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が

出
来
る
▽
養
護
教
諭
の
質
問

に
回
答
で
き
相
談
に
の
っ
て

活
動
で
き
る
―
―
な
ど
、
要

求
さ
れ
る
ス
キ
ル
が
あ
る
と

思
う
。

　

学
校
歯
科
健
診
で
は
、
検

診
方
法
の
適
正
化
や
リ
ス
ク

検
査
を
導
入
す
る
な
ど
、
検

る
。
し
か
し
、
小
児
歯
科
専

門
医
は
わ
ず
か
１
１
３
７

人
、
小
児
歯
科
学
会
員
は
５

０
０
０
人
と
な
っ
て
い
る

（
18
年
２
月
時
点
）。

　

乳
幼
児
健
診
、
学
校
歯
科

医
に
求
め
ら
れ
る
チ
ェ
ッ
ク

項
目
と
し
て
、
乳
幼
児
健
診

・
妊
産
婦
健
診
で
は
▽lift 

lip

を
指
導
で
き
る
▽
萌
出

　

子
ど
も
の
歯
科
健
康
格
差

対
策
に
当
た
っ
て
、
歯
科
医

師
側
に
求
め
ら
れ
る
課
題
も

い
く
つ
か
あ
る
。

　

そ
の
一
つ
が
小
児
歯
科
治

療
の
専
門
的
知
識
を
持
つ
こ

と
だ
。
歯
の
萌
出
年
齢
や
順

序
、
年
齢
と
う
蝕
好
発
部
位

な
ど
の
基
本
的
な
知
識
を
は

じ
め
、
研
修
等
を
通
じ
た
小

児
歯
科
治
療
の
知
識
を
身
に

付
け
て
も
ら
い
た
い
。

　

現
在
は
自
由
標
榜
制
度
の

た
め
、
６
割
程
度
の
歯
科
医

療
機
関
が
一
般
歯
科
医
と
小

児
歯
科
を
併
記
標
榜
し
て
い

　

社
保
研
究
部
は
10
月
27

日
、
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か

で
個
別
指
導
対
策
講
習
会
を

開
い
た
。
同
部
の
安
積
中
氏

と
大
野
貴
志
氏
を
講
師
に
54

人
が
参
加
し
た
。

　

講
師
は
、
情
報
提
供
に
よ

る
指
導
が
増
加
し
て
い
る
現

状
を
ふ
ま
え
、
指
導
の
し
く

み
や
、
カ
ル
テ
記
載
や
算
定

上
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て

解
説
。
カ
ル
テ
記
載
に
つ
い

て
は
、
▽
主
訴
は
患
者
の
訴

え
を
そ
の
ま
ま
記
載
す
る
こ

と
▽
医
学
管
理
の
管
理
計
画

や
検
査
後
の
診
断
に
つ
い

て
、
患
者
ご
と
の
特
徴
を
踏

ま
え
十
分
に
記
載
す
る
こ
と

▽
日
常
的
な
カ
ル
テ
の
整
理

を
心
が
け
る
こ
と
―
―
な
ど

が
重
要
で
あ
る
と
説
明
し

た
。

　

ま
た
講
師
は
、
３
カ
月
ご

と
に
機
械
的
に
初
診
を
算
定

し
て
い
る
な
ど
、
画
一
的
診

療
や
傾
向
診
療
、
滅
多
に
生

じ
な
い
事
例
が
頻
発
し
て
い

る
な
ど
指
導
の
対
象
に
な
り
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や
す
い
事
例
を
示
し
、
算
定

上
の
注
意
点
を
解
説
し
た
。

そ
の
他
、『
カ
ル
テ
記
載
を

中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ

ス
ト
』
か
ら
、
患
者
か
ら
カ

ル
テ
等
の
情
報
公
開
を
求
め

ら
れ
た
場
合
の
対
応
や
、
近

畿
厚
生
局
が
公
開
す
る
「
平

成
29
年
度
個
別
指
導
（
歯

科
）
に
お
け
る
主
な
指
摘
事

項
」
か
ら
、
特
に
指
摘
の
多

い
項
目
を
紹
介
し
た
。

　

出
来
る
限
り
口
腔
崩
壊
や

歯
科
健
康
格
差
が
無
く
せ
た

ら
と
言
う
思
い
か
ら
多
く
の

課
題
を
列
挙
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
私
は
、
い
つ
も
小
児

は
成
人
を
小
さ
く
し
た
も
の

で
は
な
い
と
強
調
し
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
は
、
成
長

発
達
過
程
に
あ
る
身
体
や
精

神
の
特
徴
、
器
官
の
大
き

さ
、
機
能
、
形
態
な
ど
、
成

人
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
学

校
歯
科
医
、
一
般
歯
科
医
の

先
生
方
に
、
小
児
歯
科
治
療

に
お
け
る
幅
広
い
知
識
や
情

報
、
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
、

信
頼
さ
れ
る
質
の
高
い
小
児

へ
の
口
腔
ケ
ア
の
支
援
を
実

現
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

う
。 

（
お
わ
り
）

―
―
を
挙
げ
た
。
ま
た
、
宇

佐
美
歯
科
代
表
は
歯
科
疾
患

実
態
調
査
結
果
か
ら
、補
綴

治
療
の
「
完
了
者
」の
割
合

が
10
ポ
イ
ン
ト
以
上
減
り
、

「
一
部
完
了
者
」「
未
処
置

者
」
が
大
き
く
増
え
て
い
る

こ
と
な
ど
を
挙
げ
、「
受
診

出
来
な
い
患
者
が
い
る
こ
と

を
放
置
し
て
い
い
の
か
が
我

わ
れ
に
問
わ
れ
て
い
る
」
と

強
調
。
歯
科
医
療
改
善
の
必

要
性
を
訴
え
た
。

　

討
論
で
は
、
▽
歯
科
技
工

問
題
▽
歯
科
衛
生
士
不
足
の

問
題
▽
今
改
定
で
新
設
さ
れ

た
歯
初
診
を
は
じ
め
、
臨
床

の
現
場
と
合
致
し
な
い
不
合

理
な
施
設
基
準
・
診
療
報
酬

の
問
題
―
―
な
ど
今
後
の
運

動
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
交

流
さ
れ
た
。

　

最
後
に
歯
科
医
療
費
の
総

広島大学　
大学院教授
香西克之氏

③

総
力
挙
げ
て
歯
科
改
善
を

歯
科
技
工
や
施
設
基
準
で
意
見
交
換

△歯科に関わる諸問題で活発な意
見交流が行われた▷「医院と技工
所双方の経営安定を」と訴える戸
井副理事長＝10月28日、東京

枠
拡
大
や
技
工
の
改
善
、
衛

生
士
の
確
保
、
窓
口
負
担
の

引
き
下
げ
な
ど
を
求
め
る
決

議
が
採
択
さ
れ
た
。

戸
井
副
理
事
長
が

歯
科
技
工
で
発
言

　

戸
井
逸
美
副
理
事
長
は
歯

科
技
工
問
題
に
つ
い
て
、

「
歯
科
医
療
の
要
で
あ
る
補

綴
分
野
の
不
採
算
を
放
置
せ

ず
、
適
切
な
評
価
と
す
る
こ

と
は
当
然
だ
」
と
強
調
。
保

団
連
提
案
を
歯
科
医
師
、
歯

科
技
工
士
の
双
方
が
採
算
の

取
れ
る
も
の
に
す
る
よ
う
求

め
た
。
ま
た
、
不
採
算
解
消

の
た
め
、「
い
か
に
歯
科
技

工
問
題
を
社
会
問
題
化
し
、

補
綴
分
野
の
診
療
報
酬
引
き

上
げ
を
実
現
す
る
か
と
い
う

点
で
全
国
の
英
知
を
結
集
し

よ
う
」
と
呼
び
か
け
る
と
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ

っ
た
。


